
正
木
直
彦
校
長
就
任

正
木
直
彦
校
長
就
任
の
経
緯

明
治
三
十
四
年
八
月
九
日
、
正
木
直
彦
が
校
長
に
就
任
し
た
。
前
校
長
久
保

田
鼎
は
辞
任
後
、
帝
室
博
物
館
主
事
を
勤
め
る
傍
ら
本
校
商
議
委
員
を
兼
ね
、

後
に
は
奈
良
帝
室
博
物
館
長
、
京
都
帝
室
博
物
館
長
等
を
歴
任
す
る
。

正
木
は
文
久
二
年
十
月
二
十
六
日
、
和
泉
国
堺
夕
栄
町
に
生
ま
れ
た
。
大
阪

府
立
堺
中
学
校
卒
業
後
、
明
治
十
七
年
七
月
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
。
同
期

生
に
夏
目
漱
石
、
山
田
美
妙
、
正
岡
子
規
、
南
方
熊
楠
、
白
浜
徴
ら
が
い
た
。

（
『
回
顧
七
十
年
』
正
木
直
彦
著
。
昭
和
十
二
年
四
月
。
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）
同
二

十
五
年
七
月
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
法
律
科
卒
業
。
翌
年
十
月
よ
り
奈
良
県
尋

常
中
学
校
校
長
と
な
り
、
帝
国
奈
良
博
物
館
学
芸
委
員
（
同
二
十
八
年
）
、
古

社
寺
保
存
委
員
（
同
二
十
九
年
）
等
を
兼
任
し
た
。
そ
の
頃
、
岡
倉
覚
三
と
東

京
美
術
学
校
奈
良
分
校
敷
地
を
め
ぐ
っ
て
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
本
書
第
一
巻

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
同
三
十
年
六
月
、
文
部
大
臣
秘
書
官
と
な
っ
て
東

京
に
移
り
、
以
後
、
文
部
省
視
学
官
、
大
臣
官
房
秘
書
課
長
を
勤
め
、
高
等
教

育
会
議
幹
事
、
第
一
高
等
学
校
教
授
を
兼
任
。
同
三
十
一
年
十
一
月
一
日
、
大

臣
官
房
文
書
課
長
（
翌
年
八
月
ま
で
）
兼
美
術
課
長
と
な
り
、
同
三
十
三
年
十
一

月
十
七
日
、
美
術
課
長
を
免
ぜ
ら
れ
て
同
年
同
月
二
十
二
日
欧
州
へ
向
け
て
出

発
。
翌
三
十
四
年
三
月
二
十
六
日
に
帰
国
し
、
八
月
に
至
っ
て
本
校
校
長
に
任

②
 

て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

白
浜
徴
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

十
二
月
十
八
日
嘱
託
黒
岩
淡
哉
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

な
お
、
本
年
十
一
月
以
降
お
よ
び
明
治
三
十
五
年
以
降
の
職
員
任
免
に
つ
い

二
十
六
日

い
に
興
し
一
方
で
は
佛
蘭
西
の
制
度
の
如
く
、
文
部
省
と
い
ふ
も
の
を
数
育

れ
を
正
木
は

命
さ
れ
た
。

こ
の
経
歴
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
正
木
は
文
部
官
僚
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー

ス
を
順
調
に
歩
ん
で
来
た
が
、
本
校
校
長
と
な
る
に
お
よ
ん
で
そ
の
コ
ー
ス
は

一
転
し
、
美
術
行
政
に
身
を
挺
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
昭
和
七
年
に
校
長

を
辞
す
る
ま
で
、
実
に
三
十
一
年
間
、
他
に
官
僚
と
し
て
の
栄
達
を
求
め
ず
、

美
術
教
育
を
中
心
と
す
る
美
術
行
政
の
推
進
に
尽
く
す
の
で
あ
る
。
本
校
の
歴

史
を
通
観
す
る
と
き
、
変
動
の
な
い
こ
と
が
必
ず
し
も
良
い
と
は
い
え
な
い
に

せ
よ
、
明
治
三
十
一
年
の
美
術
学
校
騒
動
の
と
き
の
よ
う
な
波
瀾
が
再
び
起
こ

ら
ず
、
学
校
の
体
制
を
維
持
し
得
た
の
は
正
木
校
長
の
敏
腕
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
正
木
の
校
長
就
任
は
本
校
お

よ
び
美
術
界
に
と
っ
て
特
築
す
べ
き
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

校
長
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
正
木
自
ら
『
回
顧
七
十
年
』
（
前
出
）
に
比

較
的
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
木
が
文
部
大
臣
秘
書
官
と
な

っ
た
と
き
、
文
相
は
松
方
内
閣
の
蜂
須
賀
茂
詔
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
第
二

次
伊
藤
内
閣
の
浜
尾
新
、
次
い
で
第
三
次
伊
藤
内
閣
の
西
園
寺
公
望
、
同
外
山

正
一
、
大
隈
内
閣
の
尾
崎
行
雄
、
同
犬
養
毅
、
山
県
内
閣
の
樺
山
資
紀
と
目
ま

ぐ
る
し
く
更
迭
が
行
わ
れ
た
。
正
木
が
美
術
行
政
に
つ
い
て
―
つ
の
計
画
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
隈
内
閣
尾
崎
行
雄
文
相
（
明
治
三
十
一
年
六
月
1
同
年

十
月
）
の
と
ぎ
で
、
当
時
の
専
門
学
務
局
長
高
田
早
苗
と
計
画
を
練
っ
た
。
こ

高
田
君
は
、

日
本
に
は
國
立
劇
場
が
無
い
か
ら
今
の
中
に
文
部
省
の
手
で
こ

れ
を
造
り
た
い
、
と
い
ふ
し
私
は
又
、
博
物
館
、
美
術
館
と
い
ふ
も
の
を
大
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つ
ま
り
、
計
画
と
い
う
の

は
文
部
省
に
美
術
局
を
設
置
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
本
書
第
一
巻
に
記
し
た
よ
う
に、

本
校
設
立
以
前
に
岡
倉
覚

三
が
中
心
と
な
っ
て
文
部
省
美
術
局
設
置
運
動
を
進
め
、
そ
の
結
果
、
本
校
設

立
や
帝
国
博
物
館
設
立
等
の
美
術
行
政
上
の
進
展
が
み
ら
れ
た
が
、
正
木
ら
は

「
科
学
と
美
術
と
芸
術
と
の
綜
合
発
達
」
と
い
う
新
た
な
目
標
の
も
と
に
そ
の

運
動
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

正
木
ら
の
計
画
は
大
隈
総
理
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
美
術
局
設
置
の
準

備
と
し
て
明
治
三
十
一
年
十
一
月
に
は
大
臣
官
房
に
美
術
課
が
置
か
れ
て
正
木

〔
術
〕

が
課
長
と
な
っ
た
。
こ
の
美
術
課
は
一

、
美
学
及
文
学
の
奨
励
保
護
に
関
す
る

事
。
二
、
博
覧
会
に
関
す
る
事
。
三
、
博
物
館
に
関
す
る
事
を
司
る
（
『
太
陽
』

第
四
巻
第
二
十
四
号
。
明
治
三
十
一
年
十
二
月
）
と
い
う
、
甚
だ
漠
然
た
る
職
掌
の

課
で
、
同
三
十
三
年
五
月
十
九
日
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

遠
大
な
計
画
を
抱
き
美
術
課
長
と
な
っ
た
正
木
が
本
校
校
長
と
な
る
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
は
再
び
『
回
顧
七
十
年
』
か
ら
抜
粋
す
る
。

す
る
と
間
も
な
く
文
相
の
尾
崎
さ
ん
が
数
育
會
で
遣
っ
た
演
説
が
物
議
を

起
し
そ
の
為
に
辟
職
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
代
つ
て
犬
養
さ
ん
が
そ

の
後
を
襲
は
れ
た
〔
明
治
―
―
―
十
一
年
十
月
二
十
七
日
ー
ー
＇
編
者
註
〕
。
然
し

、

犬
養
さ
ん
に
よ
る
補
強
工
作
も
遂
に
効
無
く
、
十
一
月
に
は
大
隈
内
閣
も
瓦

解
し
て
し
ま
っ
た
。

と
記
し
て
い
る
。

（
前
掲
書
）

美
術
省
と
し
た
い
。
勘
く
も
文
部
省
の
中
に
美
術
局
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を

造
り
、
科
學
と
美
術
と
藝
術
と
の
綜
合
登
逹
を
岡
り
た
い
、
と
い
ひ
、
二
人

で
大
隈
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
熱
心
に
そ
の
話
を
し
た。

で
美
術
課
長
を
し
て
を
り
、
今
度
の
洋
行
も
美
術
を
振
興
す
る
に
就
い
て
の

ゐ
た
。
そ
こ
で
、
菊
池
さ
ん
や
岡
田
君
が
、

大
隈
内
閣
の
時
に
、
私
が
編
成
し
て
大
臣
に
提
出
し
て
置
い
た
美
術
局
の
豫

算
が
、
山
縣
内
閣
に
於
て
は
殆
ん
ど
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
中
で
、
欧
米
諸
園
の
美
術
施
設
を
調
査
す
る
為
の
旅
費
と
い
ふ
も
の
だ
け

が
残
さ
れ
、
そ
れ
が
三
十
一
年
か
ら
二
年
度
の
豫
算
に
計
上
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
此
の
計
甕
の
登
頭
人
は
正
木
だ
か
ら
、
正
木
を
外
國
に
遣
れ
、
と
云
ふ

の
で
三
十
二
年
の
十
一
月
に
私
は
横
濱
か
ら
、
フ
レ
ン
チ
メ
ー
ル
の
ヤ
ー
ラ

ー
琥
と
い
ふ
四
千
噸
程
の
小
さ
い
船
に
乗
っ
て
日
本
を
稜
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
〔
以
後
パ
リ
で
教
育
制
度
調
査
、
万
国
博
関
係
用
務
、
万
国
博
覧
会
に
お
け
る

万
国
学
術
会
議
へ
の
出
席
、
岡
田
良
平
と
ド
イ
ツ
旅
行
、

制
度
視
察
等
を
行
う
。
ー
ー
編
者
註
〕

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
育

明
治
三
十
四
年
の
二
月
に
、
菊
池
大
麓
さ
ん
か
ら
、
亜
米
利
加
に
居
つ
た
岡

里
艮
平
君
と
私
の
と
こ
ろ
へ
、
近
く
政
瑳
が
あ
り
、
自
分
が
文
相
に
就
任
す

る
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
、
至
急
蹄
朝
せ
よ
、
と
云
つ
て
来
ら
れ
た
。

蹄
る
と
、
六
月
に
桂
内
閣
が
成
立
し
、
菊
池
さ
ん
が
文
部
大
臣
に
な
ら
れ

た
。
こ
4

で
岡
田
君
は
文
部
総
務
長
官
ー
ー
I

其
の
少
し
以
前
に
次
官
を
限
し

て
総
務
長
官
と
い
ふ
も
の
が
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
し
、
二
三
年
に
し

て
叉
こ
れ
は
次
官
に
逆
戻
り
し
た
。
ー
—
'
に
な
っ
た
。

然
る
に
、
東
京
美
術
學
校
と
い
ふ
も
の
は
、
明
治
一
二
十
一
年
の
岡
倉
君
の
騒

動
以
来
、
紛
争
が
絶
え
ず
、
私
の
蹄
朝
し
た
時
も
、
矢
張
り
悶
着
を
績
け
て

『
君
は
奈
瓦
時
代
に
は
古
美
術
の
調
査
に
開
係
し
た
し
、
洋
行
前
は
文
部
省
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施
設
と
か
制
度
と
か
を
主
に
調
査
し
て
来
た
事
で
あ
る
か
ら
打
つ
て
付
け
で

あ
る
。
君
が
美
術
學
校
長
に
な
れ
』

と
云
ふ
の
で
、
其
の
年
の
八
月
、
東
京
美
術
學
校
長
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
経
緯
を
み
る
と
、
正
木
は
岡
倉
覚
三
と
似
通
っ
た
状
況
の
も
と
に
本
校

校
長
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
と
も
美
術
局
設
置
と
い
う
大
き
な
計
画

を
持
ち
、
そ
の
た
め
に
洋
行
し
な
が
ら
計
画
が
挫
折
し、

あ
た
か
も
そ
の
代
償

の
よ
う
な
か
た
ち
で
本
校
校
長
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
正

木
は
校
長
就
任
後
も
後
述
の
よ
う
に
帝
国
教
育
会
な
ど
を
通
し
て
美
術
局
設
置

の
運
動
を
続
け
た
。

校
長
就
任
に
つ
い
て
正
木
は
菊
池
大
麓
、
岡
田
良
平
ら
の
推
戟
に
よ
る
と
し

て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
。

と
こ
ろ
が
、
久
保
田
氏
は
校
長
と
な
る
資
格
が
な
い
の
で
、
文
郡
省
は
困
り

抜
い
て
岡
倉
先
生
に
相
談
を
も
ち
か
け
た
。
帥
ち
後
任
の
校
長
を
、
推
薦
し

て
く
れ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
岡
倉
先
生
は
、
自
分
で
も
十
分
考
慮
さ
れ
た
揚

句
奈＿
艮
へ
来
て
、
私
に
學
校
の
こ
と
で
困
つ
て
ゐ
る
。
誰
か
校
長
の
適
任
者

は
な
い
か
、
と
言
は
れ
る
の
で
私
は
、

「
資
格
の
こ
と
は
何
う
で
す
か
分
り
ま
せ
ん
が
、
正
木
氏
は
奈＿
艮
に
も
長
く

を
ら
れ
て
、
古
美
術
の
こ
と
に
通
じ
て
を
ら
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
適
任
者
と

言

へ
ば
正
木
氏
位
の
も
の
で
、
外
に
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。」

と
、
申
し
上
げ
た
。
慮
が
先
生
は
、

「や
、
つ
い
で
が
あ
っ
た
の
で
、

一
寸
君
に
聞
い
て
み
た
ま
で
の
こ
と
だ
」

と
、
言
っ
て
蹄
ら
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
正
木
氏
が
校
長
に
就
任
さ

と
考
へ
た
。

ゐ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
を
平
等
に
見
、
扱
っ
て
行
か
う
、

叉
、
数
授
先
生
に
し
て
も
、
穂
て
が
特
技
を
持
っ
た
選
ば
れ
た
る
人
々
ば
か

幸
ひ
私
は
、
綸
甕
、
彫
刻
、
工
藝
の
何
れ
に
も
同
じ
様
に
興
味
を
持
つ
て

は
融
和
を
鋏
き
、
動
揺
の
原
因
と
な
る
。

あ
っ
た
。
然
し
こ
れ
は
天
才
数
育
家
の
天
才
赦
育
法
で
あ
っ
て
、

一
般
的
に

れ
た
。
岡
倉
先
生
が
、
正
木
直
彦
氏
を
美
術
學
校
々
長
に
推
鷹
さ
れ
た
な
ど

4

い
ふ
こ
と
は
、
誰
れ
も
知
ら
な
か

っ
た
。
文
部
省
と
岡
倉
先
生
の
間
だ
け

で
分
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
営
時
岡
倉
先
生
と
正
木
さ
ん
は
何
ら
の

交
際
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
「
岡
倉
・
正
木
両
先
生
」
新
納
忠
之
介

『古
美
術
』
第
十
二
巻
第
十
二
号
。

昭
和

十
七
年
十
二
月）

③

校
長
と
し
て
の
方
針

正
木
は
『
回
顧
七
十
年
』
の
中
で
校
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
針
を
も
っ
て

臨
ん
だ
か
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

美
術
學
校
に
就
職
し
て
暫
く
と
い
ふ
も
の
は
、
學
校
の
空
氣
と
か
、
従
来

の
校
長
の
や
り
方
、
数
授
間
の
意
響
と
い
っ
た
も
の
を
よ
く
聴
い
た
り
研
究

し
て
見
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
岡
倉
前
校
長
は
天
才
肌
の
人
で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
物
に
到
し
て
好
悪
が
あ
り
、
好
き
な
も
の
に
到
し
て
は
大
い

に
力
を
入
れ
る
が
、
嫌
ひ
な
も
の
は
見
向
き
も
せ
ぬ
。
だ
か
ら
、
好
き
な
人

を
引
立
て
る
為
に
は
、
嫌
ひ
な
人
が
犠
牲
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
が
免
れ
な
か

っ
た
。
岡
倉
君
に
云
は
せ
れ
ば
、
美
術
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
多
敷
の
凡
庸
は

儀
牲
に
し
て
も
、
少
敷
の
天
才
が
生
か
さ
れ
4
ば
よ
い
、
1

と
云
ふ
の
で
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